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〈晩云議刪囂〉丗助珊㍗ 

 

“丗助珊㍗”(嗽垰蕃拷絞戦)頁燕幣“竃繁遊仇蕃

拷絞戦”議刪囂。斤瓜豚棋彭壓晩云僥楼室宝才室嬬吉

朔、指欺怕忽委僥欺議岑紛窟屍竃栖寄⑪附返議冩俐

伏、室嬬糞楼伏栖傍，宸頁恷如輝音狛議刪囂。 

岶助頁喘光嶽冲弼議某㌔園岶議久弼才雑劔議岶

麗,奨脅勧由議岶麗“廉專岶” (晩囂咎咄:亭浪署犖戦)

議才捲議揮徨祥頁旗燕來岶麗。胆洗裟鯖議岶麗“岶

助”廬葎曳囓胆洗竃弼岻麗悶議簡祉,泌惚傍“碕匐岶

助”夸峺匯頭碕匐尚弼,“助勤怪附”音匯協吭峺附刊

岶助,遇吭龍彭“刊彭鯖胆議捲廾”。 

”丗助珊㍗”吭龍彭“附刊岶助才捲蕃拷絞戦”遇廬葎

“撹孔拷栖”｡万音頁叙叙燕幣刊彭互勺丗捲指栖賜劈

怪嵐香指栖。宸倖刪囂械喘噐互嶄允白錦函誼竃朗遮徨

坩(畠忽互嶄允白)助炎琵,資誼酵嘱指欺銚丕扮,寄㌢

橡薦平壓云仇儔指處竃岻縞寄⑪附返岻扮,孔撹兆祥議

繁喘牌徭誼欺議夏恢壓絞㍗俐秀匳垪､葎社廠音挫議繁

乗⑭譜仏,賜譜羨襲僥署扮｡繁断音哘乎梨芝湖仍岻伉:

軸徭失撹孔頁咀葎社奉、牌呑參式寓弗才涛嗔議屶址才

皇潜，揖扮､絞㍗繁断脅葎徭失撹孔遇湖欺互佶、宸劔

議魁尚祥頁“丗助珊㍗”。 

＜日本のことわざ＞故郷へ錦を飾る 
 

「故郷へ錦を飾る」、または単に「錦を飾る」とも言いま

す。「立身出世して故郷に帰る」という意味のことわざで

す。日本で技術・技能等を学び母国へ帰ってから日本で身

に付けたことを活かして活躍することを期待されている研

修生・技能実習生の皆さんにとって、まさにぴったりのこ

とわざなのではないでしょうか。 
 錦とは様々な色の糸で地色と文様を織った織物のこと

で、京都の伝統の織物「西陣織（にしじんおり）」の着物の

帯などに代表されるものです。美しく豪華な織物である

「錦」は、転じて美しいもの、立派なものをたとえていう

言葉ともなっており、「紅葉（もみじ）の錦」と言えば一面

紅葉した様子を指し、「錦をまとう」は必ずしも錦そのもの

を着るという意味ではなく「美しく立派な服を着る」とい

う意味になります。 
「故郷へ錦を飾る」と言えば、「錦の着物で着飾って故郷

に帰る」という意味が転じて「成功して戻る」という意味

になるわけで、単に高価な服を着て帰るとか、たくさんの

お金を持ち帰るということではありません。このことわざ

がよく使われるのは、高校野球のチームが甲子園大会に出

場し、優勝して母校に戻ったり、大相撲の力士が地元の巡

業などで活躍した時や、出世した人が自分の得た財で故郷

に病院を建てたり、恵まれない人のための施設を寄付した

り、奨学金を出したり、といった場合でしょうか。自分が

成功することができたのは、家族や親戚、また恩師や友人

などの支えや励ましがあったからだという感謝の心を忘れ

ず、また、故郷の人々みんなが自分の成功を喜んでくれる、

そのような状態こそが「故郷へ錦を飾った」といわれるも

のです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


